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②フレペの滝失０日=／、＝芝

「フレペ」とは、アイヌ語で「赤い水」の懸味を持ち、礒麓や鉄分を含み手を入れると赤く

染まつ庭ことからこの名がつけられている。しかし、澄んだきれい芯水ごある。

ウトロ灯台近くの垂直に切り立つ疋断風にあり岩のわれ目からしみだし、シトシトと流れ落
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ちる様は正に姿女の流す涙に似ていることから

「乙女の涙」の別名が付けられ、この名の方が親

しまれている。

フレペの滝展望台から後ろを撮り遮ると、羅臼

岳から鴎黄山に至る知床の山々を望むことがとさ

る⑪知床自然センター及び国道から歩週が壁燗さ

れ、手軽に楽しむことがござるが、エゾヒグマ等

の野生動物だちの生息域でもあり、注懲標爵等の

指示を守って楽し”だいものである。

新年渦けまＬイおめでとうごさ･います
鑑しい冬の、頑としだ静けさの中、知床の山々を赤くそめて平戚四年の初曰がのぼりましだ。

壇槻にはご家族共・つつがなく新年をお迎えになられだごととお慶び申しあ|ブ議す。

皆揮のご支撮をＷＥだき、おかげをもちまして当センターの行WKには毎回多くの方の参加が

翻られ、大変うれし＜思っており筬す。しかし同時に幅の広い内容への取祖み、尼とえば、体

験林藁や別の森林への案内等のご要盟、ごらには行頤のマンネリ化を心田されだご忠告も頂だ

いしており、当センター飛函のだめの大喜芯課題と受けとめております。

知床の森林には、原生的自然があやなす景観や助物理とのふれあいなどの「自然のうつくし

さ」があり議す。本年も各狐駆藁を通じ、この自然のうつくしさを体験してい庵だけるよう、

まだ森林閏源の大切さをお伝えごさるよう職員一同雨張って惑いりだいと思っております。

１日年に倍しますご指導、ご支擾の糧お願い申しあ|プぎす。

858386鎚寵8鰯職鰯l藍86鰯!；

知床半一の立体模型外郭＝あらわ言
知床半島は「秘境」の名のとおり、全域琶妨ねて歩くことは不可能に近く、これまでは写貝

及び地図ご全体像を想像して頂くだけごしだが、知床の起伏に富んだ立体地形をイメージし、

理解を深めてい尼だく一助仁しだいとの期待をこめて昨年来、作業を進めている知床半島の立
＆公とどJ￣ら’･゜回国

体楓型作りも順調に進み、半島の外郭が見えこさ
矢□日三昇塞木木イーニンター（ヨニノ
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ー冬季も休ます気象観ｶﾞｮｰ

斜里町からウトロヘ向かい的２５kmの国有林内「択伐鰯業指標林」に気象観測定点を設題し

自肥肥屡計により、曰々の気温・湿度・南屋（冬季は積雪量）を観測しており、￣週間に-度

蜜しだ。

２万５千分の一の地形図を用い、発泡スチロー

ルの板をコンター毎に切抜き、現在は稿盟、尼だ

けの姿こすが、それども急峻荘地形、掘錯に入り

祖んだ谷忽とが目の前に現れています。

細部仕上げ、塗装などの作葉がまだ残っていま

すが、来防者に、－時でも早くお披露目ごさるよ

う顕謡っているところこす。お楽しみにノ

の妃録騒の取蟹えは冬季も休ます続けています。

冬季は休止林道となって除雷が行われず、スノ

ーモピルを使用して行くのこすが、時にはスノー

モピルも走行困蝋となる程の積雷をみることがあ

ります。こん敏時は上り２時間程の額に大汗かいＺ

こう

のスキー行と紅るのですが、知床の森林を111持・

管理していくうえで基礎的かつ盟要駐資料を収興

しているのだと言う慰気込みをもって樋週妃騒騒

の取替えに山へ向かっています。
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麓目転出のお知らせ

当センターで活躍していだだいだ村上楢・安部川浩二の両氏は１２月１Ｂ付けで下毘
にそれぞれ転出しましだ。センター在勤中はお二人へのご指導とご支擾ありがとうございま
しだ。

村上裕氏網走営林懇（網走市南１０条西２丁目）
安部川浩二氏佐呂間営林悪（竃＆邸佐呂間町永代町）
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